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１．研究主題説明 

アクティブ・ラーニング（AL）とは？ 

AL に関しては多様な考えがあります1。先行研

究と本校の研究成果を生かし，AL の構成要素を

「自主的・主体的な学び」「協同2的な学び」「課題

解決型の学び」図１と押さえました。この三つの構

成要素を意識した学びの展開により，資質・能力を

育む学びを創造していきます。 

なぜアクティブ・ラーニングなのか？ 

中央教育審議会教育課程企画特別部会における「論点整理」（2015．8.26）では，まず，将来の変化が激

しく，予想が難しい２１世紀の社会では，社会の変化に受身に対応するのではなく，子供一人一人が，その

可能性を最大限に発揮し，よりよい社会と幸福を自ら作り出していくための資質・能力の育成を求めていま

す。さらに，そのためには，解き方があらかじめ定まった問題を効率的に解ける力を育むだけでは不十分で

あり，蓄積された知識を礎としながら，膨大

な情報から何が重要かを主体的に判断し，

自ら問いを立ててその解決を目指し，他者

と協働しながら新たな価値を生み出せるよ

うに，必要な資質・能力を身に付ける教育

が重要であると打ち出しています。 

このような資質・能力を身に付けていくた

めには，教師の一方的な知識の伝達だけ

でなく，子供自らが課題を設定し，そして

                                                             

1本校の研究で参考にしている ALの定義は次の 3点となります。 

「教員による一方向的な講義形式の教育とは異なり，学修者の能動的な学修への参加を取り入れた教授・学習法の総称。学修者

が能動的に学修することによって，認知的，倫理的，社会的能力， 教養，知識，経験を含めた汎用的能力の育成を図る。発見学習，

問題解決学習，体験学習，調査学習等が含まれるが，教室内でのグループ・ディスカッション，ディベート，グループ・ワーク 等も有

効なアクティブ・ラーニングの方法である。」[中央教育審議会,「質的転換答申」（用語集），2012] 

「一方的な知識伝達型講義を聴く（受動的）学習を乗り越える意味での，あらゆる能動的な学習のこと。能動的な学習には,書く・

話す・発表するなどの活動への関与と，そこへ生じる認知プロセスの外化を伴う。」 [溝上慎一, 「アクティブ・ラーニングと教授学習

パラダイムの転換」，2014] 

「課題の発見と解決に向けて主体的･協働的に学ぶ学習（いわゆる「アクティブ・ラーニング」）」 [中央教育審議会, 「初等中等教

育における教育課程の基準等の在り方について」（諮問）,2014] 
2 文部科学省では，ALに関して「協働」の文言を使用していますが，本校では「協同」を意図的に使用しています。「協働：同じ目的

のために，協力して働くこと」「協同：複数の個人や団体が心や力を合わせて同じ目的，共通の利益を守るために事にあたること」

（大辞林）。どちらの文言も「同じ目的に向かって力を合わせ物事を行う」という意味では大きく違いはありません。初等教育ではとく

に,目的が一緒だから協力するだけではなく，学級の友達と心を通わせる態度そのものに価値があると押さえています。友達と心や

力を合わせて目的にむかって事にあたる経験が,将来にわたって他者と協働する資質・能力に通じていくものとして押さえ，本研究で

は「協同」の文言を使用しています。 

図１ アクティブ・ラーニングの構成要素 

図２ これまでの学びからこれからの学びへ 



仲間と共に解決していく学び，すなわち AL の積み重ねが必要です。このような学びの積み重ねにより，子供

は生涯にわたり，多様な場面において「使える」いわゆる汎用的な資質・能力を身に付けていきます。この汎

用的な資質・能力こそが２１世紀に求められる学力なのです。 

アクティブ・ラーニングで育む資質・能力とは？ 

国立教育政策研究所では「資

質・能力を育成する教育課程の在

り方に関する研究報告書１」のなか

で「21 世紀に求められる資質・能

力の構造一例」図３として，次のよう

に構造化しています。「深く考える

力(思考力)，問題解決・発見，論理

的・批判的・創造的思考，メタ認

知・学び方の学び」を中核として，

それを支える「道具や身体を使う

（基礎力）言語，数量，情報」，その

使い方を方向付ける「未来を創る

（実践力）自律的活動，関係形成，

持続可能な社会づくり」という三層

構造で示しています。また，その内

容を表１「21 世紀に求められる資質・能力の内容（イメージ）」として整理しています。 

本校では上記の考えを参考にして，資質・能力の具体化を図りました。以下，その方法を説明します。ま

ず，本校の指導案や実践資料から私たちが育てたいと願った資質・能力や実際に育まれたと判断した資質・

能力に関する文言を集めました。次に，その文言を ALの構成要素である「自主的・主体的な課題解決に関

わる資質・能力」と「協同的な課題解決に関わる資質・能力」の二つの視点と課題解決の過程である「開始

図３ 21 世紀に求められる資質・能力の構造一例（出典：国立教育政策研究所） 

表１ 21 世紀に求められる資質・能力の内容（イメージ） （出典：国立教育政策研究所） 



期・展開期・まとめ期」に基づいて分類・整理し，本校の実践に基づいた「初等教育におけるアクティブ・ラー

ニングで育成する資質・能力」表２としてまとめました。 

私たちは，この資質・能力は汎用的な特性をもつため，各教科等において横断的・継続的に育成できると

考えています。そして，明らかになってきた「初等教育におけるアクティブ・ラーニングで育成する資質・能力」

を各教科，道徳そして総合的な学習の時間の授業や学校行事の運営などにおいて意図的に育んできまし

た。具体的には，各単元において明確にした育んでいく資質・能力を，授業構想の指針とし，指導案上に位

置付けて実践を進めました。 

 

 

表２ 



２．今年度の研究内容 ～資質・能力を育成する学びの創造～ 

今までの研究から 

昨年度は 21 世紀型の学力を身に付けていく子供の育成を目指し，実践を積み重ね研究を進めてきまし

た。研究成果から，AL の構成要素である「課題解決型の学び」「自主的・主体的な学び」「協同的な学

び」と関連した，より具体的な視点を見出すことができました。それらの視点を図４に示します。 

    本研究は当初 3年次計画でしたが，今年度は上記の視点を踏まえた実践，および検証を図るべく，「資

質・能力を育成する学びの創造」を目指し，初等教育におけるアクティブ・ラーニングの実践研究を継続して

いくことにしました。以下，研究内容について説明します。 

 

 

 

 

図４ AL の構成要素と関連したより具体的な視点 



【研究内容１】 「三つの視点」を生かしたアクティブ・ラーニングの授業実践 

    研究内容の一つ目は，昨年度までの研究から見出した三つの視点を生かした授業実践図５です。そ

れぞれの視点について説明します。 

視点１ 学びの文脈（ストーリー）がある単元を構想する 

AL は学習者の能動的な学び，すなわち子供の自主的・主体的な学びをどのように導くかが重要なポイン

トとなります。その一つの手立てが課題設定の工夫です。昨年度の研究では，図６にある課題設定の要素を

取り入れることにより子供は課題意識を高め，意欲的に学びに向かう姿が見られました。また，教科や単元に

よっては，子供と学習計画を立てる学習活動も効果的でした。子供と学習の目的や価値，学習の流れなど

AL における課題設定の要素 

〔課題設定の例〕 

図５ 「三つの視点」を生かしたアクティブ・ラーニングの授業実践 

図６ AL における課題設定の要素 



を確認し，学びの全体像を共有することにより，知識や技能の習得場面においてもその必要性を理解した学

びが展開されました。 

さらに，前時の学びが次

の学びに生かされたり，学

びの中で生まれた課題の解

決を図っていったりするよう

な，学びの連続性を生む単

元の構想により，子供は学

ぶ価値を実感し，生涯にわ

たって学ぶ意欲につながる

ものと考えます。 

このように，教師から一方

的に提示された課題を解決するのではなく，子供が学びの連続性，必要性，関連性を自覚しながら展開す

る学習過程を「学びの文脈（ストーリー）」と私たちは押さえ，図７にまとめました。そして，それを構想すること

が重要であると私たちは考えました。 

また，AL を実践していく中で，授業時間のすべてを ALで展開しなくてもよいケースがある点も明らかにな

りました。私たちは単元レベルで考えたときに，教師による知識伝達型の授業も必要だと押さえています。教

師は知識や技能を教える場面と，子供に思考・判断・表現させる場面を効果的に設計した指導・支援が求め

られるのです。 

このように，課題設定により子供の学びへの意欲を高め，子供の思考を想定し，学びの成果や課題を次

の学びへの連続させること，さらに教師の指導性と子供の主体性のバランスを取ることで学びの文脈をつくっ

ていきます。 

なお，この視点１は中央教育審議会論点整理において示されている指導方法の不断の見直しの視点で

ある「１）習得・活用・探究という学習プロセスの中で，問題発見・解決を念頭に置いた深い学びの過程が実

現できているかどうか3」との関連も見出すことができます。 

 

 

 

                                                             

3 新しい知識や技能を習得したり，それを実際に活用して，問題解決に向けた探究活動を行ったりする中で，資質・能力の三つ

の柱に示す力が総合的に活用・発揮される場面が設定されることが重要である。教員はこのプロセスの中で，教える場面と，子供た

ちに思考・判断・表現させる場面を効果的に設計し関連させながら指導していくことが求められる。[教育課程企画特別部会. (2015). 

論点整理. 文部科学省.] 
 

図７ 学びの文脈がある単元を構想する 



視点２ 必要感のある協同的な学びを設定する 

図８に示したように学びの

文脈をつくるうえでは，どの

ような形で協同的な学びを

設定していくかも重要なポイ

ントになります。協同的な学

びというと，ペアやグループ

といった学習形態が思い浮

かびます。これらの学習形

態は子供が協同的な学びを

必要としているときにその場

が保障されている点が重要

です。したがって,「友達の考えを知りたい」「自分の考えを友達に伝えたい」「もっと考えを深めたい」「自分の

力だけでは解決できない」など子供が課題解決のために他者を求める場面を教師が創出できるかが問われ

ます。 

このような必要感のある協同的な学びの中で，子供は対話など自分の考えを表現する活動を通して，物

事をより確かに理解し，思考を広げ深めていきます。さらに，友達と意見を比較することで自己の学びを客

観的に見る視点も育まれます。この学びを客観的に見る視点が自己の学びを振り返る場面で生かされ，自

己評価力を高めていく様子が見られました。 

このような学びの経験から，子供は「友達と話していたらよくわかった」「そんな考え方もあるのか」「友達に

自分の考えを認めてもらってうれしい」「協力して考えたから解決できた」「みんなで考えるとより良い考えが

生まれる」というように協同的に学ぶ価値を実感していきます。協同的な学びの価値を実感した子供は協同

的な学びの必要性を子供自身が高め，次の学びでも必要感をもち，協同的な課題解決を図っていくので

す。 

なお，この視点２は中央教育審議会論点整理において示されている指導方法の不断の見直しの視点

である「ⅱ）他者との協働や外界との相互作用を通じて，自らの考えを広げ深める，対話的な学びの過程が

実現できているかどうか4」との関連を見出すことができます。 

 

 

                                                             

4 身に付けた知識や技能を定着させるとともに，物事の多面的で深い理解に至るためには，多様な表現を通じて，教師と子供や，
子供同士が対話し，それによって思考を広げ深めていくことが求められる。こうした観点から，前回改訂における各教科等を貫く改

善の視点である言語活動の充実も，引き続き重要である。[教育課程企画特別部会. (2015). 論点整理. 文部科学省.] 

 

図８ 必要感のある協同的な学びを設定する 



視点３ 目的に応じた弾力的な振り返りを設定する 

学びの文脈を生むうえで，

重要なポイントなるのが，振り

返りです。子供は振り返りに

より，学びを子供自身が意味

付けたり，わかったことやでき

るようになったことを自覚した

りします。また，新たな疑問や

課題をもつこともあるでしょう。

これらが次の学びへと向かう

原動力になるのです。 

振り返りは単元や一単位

時間のまとめ期のみに限定されるものではありません。一単位時間の開始期に前時の学びを振り返ることで

課題意識を見出す学習展開もあれば，課題追究した結果から振り返りを通して新たな課題を設定する学習

展開もあるでしょう。形式的な振り返りではなく，適切な場面・方法により，子供が学びの成果や課題を実感

し，次につなげる，目的に応じた弾力的な振り返りを設定していくことの重要性が明らかになりました。 

そして，振り返りでは次の点に留意が必要であることがわかりました。一つ目は振り返りの目的や視点を子

供自身が理解しているということです。何のために振り返りを行っているのか，どのような視点で振り返ればよ

いのかについては子供の実態に即した指導・支援が重要です。二つ目は振り返りの共有化です。学びの成

果や課題は一人一人が見出すことが理想ですが，他者の振り返りの内容に触れることで，自己の学びを再

度見つめることにつながるのです。三つ目は学びの視覚化です。学習場面の動画や写真，成果物など目に

見える形で提示することで，子供は具体的に実感を伴った振り返りにつながるのです。（図９） 

なお，この視点３は中央教育審議会論点整理において示されている指導方法の不断の見直しの視点で

ある「ⅲ）子供たちが見通しを持って粘り強く取り組み，自らの学習活動を振り返って次につなげる，主体的

な学びの過程が実現できているかどうか5」との関連も見出すことができます。 

【研究内容２】  各教科等において育成すべき資質・能力の明確化 

アクティブ・ラーニングが成立している＝資質・能力が育まれている 

本校では，初等教育におけるアクティブ・ラーニングの目的を下記で検討する資質・能力の育成と

捉えています。ですから，アクティブ・ラーニングが成立しているかどうかは，意図した資質・能力が育

                                                             

5 子供自身が興味を持って積極的に取り組むとともに，学習活動を自ら振り返り意味付けたり，獲得された知識・技能や育成された
資質・能力を自覚したり，共有したりすることが重要である。子供の学びに向かう力を刺激するためには，実社会や実生活に関わる

主題に関する学習を積極的に取り入れていくことや，前回改訂で重視された体験活動の充実を図り，その成果を振り返って次の学

びにつなげていくことなども引き続き重要である。[教育課程企画特別部会. (2015). 論点整理. 文部科学省.] 

図９ 目的に応じて振り返りを弾力的に設定する 



まれているか判断する必要があります。したがって，それを判断するうえで，どのような資質・能力を

育成すべきなのかが明確になっていないといけません。 

昨年度の研究の成果として，「初等教育におけるアクティブ・ラーニングで育成する資質・能力」表

２を整理することができました。ただし，この資質・能力は教科等を横断する汎用的な資質・能力であ

り，各教科等において育成すべき資質・能力の明確化までには至っていません。そこで，今年度はま

ず，各教科等において育成すべき資質・能力の明確化を図ります。そして，アクティブ・ラーニングに

よって子供の資質・能力が育まれる，アクティブ・ラーニングの具体を検証していくことにしました。 

資質・能力の「三つの柱」の基づき各教科で育成すべき資質・能力を具体化する 

現在，次期学習指導要領改訂に向け，中央教育審議会では教科等別にワーキンググループ等を

設置し，専門的に様々な検討がなされています。その中で，各教科等で育成すべき資質・能力のた

たき台が提案されています。そこで私たちは，提案された資質・能力の「三つの柱6」を「発達段階」の

観点から具体化することを試みました。 

その方法を図１０に基づいて説明します。まず，ワーキンググループで提案された資質・能力を押さ

えます。次に現行の学習指導要領解説と国立教育政策研究所の「評価規準の作成，評価方法等の

工夫改善のための参考資料」を活用し，その文言から資質・能力の「三つの柱」と「発達段階」の違い

を読みとります。さらに，本校で作成済みの「初等教育におけるアクティブ・ラーニングで育成する資

質・能力」表２の要素を加えました。各教科等で作成したものを資料として掲載7しています。 

                                                             

6 三つの柱とは教育課程企画特別部会. (2015). 論点整理の中で示された 1）「何を知っているか，何ができるか（個別の知識・

技能）」2）「知っていること・できることをどう使うか（思考力・判断力・表現力等）」3）「どのように社会・世界と関わり，よりよい人生を

送るか（学びに向かう力，人間性等）」のことを指します。 

7 指導案集ｐ参照なお，国語科の言語能力は各教科の土台となる資質・能力と押さえ，より具体化された内容にしています。 



 

ワーキンググループで提案された資質・能力 出典：中央教育審議会 

③ 「初等教育におけるアクティブ・ラー
ニングで育成する資質・能力」の要素
を加味する。 

 

① ワーキンググループで提案された資質・能力の三つの柱を押さえ，これ
をベースとして考える。 

② 資料を活用し「資質・能力」と「発達
段階」を読み取る。 

各教科等において育成すべき資質・能力 

図１０ 各教科で育成すべき資質・能力の具体化方法 



図１１に示された各教科等において育成すべき資質・能力を各単元において目標として具体化し

ます。 

そして，それを評価する

ための評価規準の設定を試

みました。ここでは，従来の

目標に準拠した評価8の考え

方である「関心・意欲・態度」，

「思考・判断・表現」，「技能」

及び「知識・理解」の４観点と

資質・能力の「三つの柱」と

の関連性を図１１に示したよ

うに押さえました。「関心・意

欲・態度」は「学びに向かう

力，人間性等」，「思考・判

断・表現」は「思考力・判断力・表現力等」，「技能」及び「知識・理解」を統合し「知識や技能」とし評価

規準の観点とすることにしました。この三つの観点で教科目標の達成および資質・能力の育成を評

価していくことにしました。 

ただし，「各教科等において育成すべき資質・能力」や「資質・能力を踏まえた評価規準」は試案で

あり，今後の実践研究により修正・改善を図っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 
                                                             

8 目標に準拠した評価は，学習指導要領に示す目標に照らしてその実現状況を評価するものであり，観点別学習状況の評価を
基本として，児童生徒の学習の到達度を適切に評価していくことが重要となります。学習評価に関する基本的な考え方について，

「学習評価における観点」については，新しい学習指導要領を踏まえ，「関心・意欲・態度」，「思考・判断・表現」，「技能」及び「知

識・理解」に整理し，各教科等の特性に応じて観点を示している。設置者や学校においては，これに基づく適切な観点を設定す

る必要があること」と示しています。[学習評価に関する Q&A. (2010). 文部科学省.] 

図１１ 資質・能力を盛込んだ評価規準を作成 



今年度の研究内容まとめ 

以上のことから，本年度の研究は【研究内容１】 「『三つの視点』を生かしたアクティブ・ラーニングの授

業実践」により子供の資質・能力を育成していきます。そして，【研究内容２】「各教科等において育成すべ

き資質・能力の明確化」により，意図した資質・能力が育成されているかについて評価規準を設定し検証

していきます。（図１２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１２ 平成２８年度研究構想図 



３．指導案形式 

 本研究大会の指導案形式について説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各教科で育成すべき資質・能力を踏まえ

て目標を設定します。【研究内容２】 

教科等で育成すべき資質・能力を

発達段階に応じて示します。指導

案上には対象学年のみ記載して

います。【研究内容２】 

※ この資質・能力は年間を通して育むも

のですので，本単元のみで育成すると

いうものではありません。 

育成すべき資質・能力を踏まえた本

単元の目標の達成状況を評価するた

めのものです。【研究内容２】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

俯瞰的に単元を把握できるよう意図し，文脈のある学びになるよう構想し

た単元の大まかな流れを示しています。（視点１）また，「必要感のある協

同的な学び（視点２）」と「目的に応じた弾力的な振り返り（視点３）」が単元

のどこで展開されるか示しています。【研究内容１】 

「必要感のある協同的な学び（視点２）」と「目的に応じた弾力的な振り返り

（視点３）」を具体的に示しています。【研究内容１】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習活動での具体的な子供の姿を想定し，学びの文脈

（連続性，必要性，関連性のある学び）がある単元を構想し

ます。（視点 1）【研究内容１】 

「必要感のある協同的な学び（視点２）」と「目的に応じた弾力的な振り返り

（視点３）」に関わる支援には下線を引いています。【研究内容１】 

評価規準を示しています。

【研究内容２】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

学習活動での具体的な子供の姿を想定し，学び

の文脈（連続性，必要性，関連性のある学び）が

ある本時を構想します。（視点 1）【研究内容１】 

各教科で育成すべき資質・能力を踏まえて本時の目標

を設定します。【研究内容２】 

本時の目標の達成状況を評価するた

め，単元の評価規準を具体化し，本時の

評価規準を設定します。【研究内容２】 

単元計画と同様に「必要感のある協同的な学び（視点２）」

と「目的に応じた弾力的な振り返り（視点３）」に関わる支援

には下線を引いています。【研究内容１】 
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